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あ
な
た
の

少
し
で
も
早
く
助
け
た
い

救
急
車
が
く
る
前
に
、
で
き
る
こ
と
。

救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
音
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

命

　
消
防
が
行
う
救
急
業
務
に
は
、
１
分
１
秒
で
も
早
く
、
傷
病
者
を
医
療
機
関
に
搬
送
す

る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
要
請
か
ら
出
動
、
現
場
着
ま
で
の
時
間
を
い
か
に
し
て
短
縮
す
る
か
重
要
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
赤
色
灯
を
点
灯
し
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
て
、
安
全
か
つ
正
確
に
業
務

を
遂
行
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
昼
間
・
夜
間
の
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
音
量
を
大
・
小
音
と
切
り
替
え
て
運
用
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
さ
ら
に
き
め
細
や
か
に
周
囲
に
配
慮
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
大
切
な
命
を
救
う
た
め
の
救
急
活
動
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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救急車が

到着するまで

救急車の適正利用について １　

「火
事
で
す
か
？
救
急
で
す
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
る
の
で
、　   

　
　

    

「救
急
で
す
」
と
告
げ
ま
す
。

２　

救
急
車
を
要
請
す
る
場
所
を
伝
え
ま
す
。

３　

「ど
の
よ
う
な
状
態
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
た
場
合
は
、

　
　

 

見
た
ま
ま
の
状
態
を
的
確
に
伝
え
ま
す
。

４　

電
話
を
し
て
い
る
本
人
の
氏
名
と
電
話
番
号
を
伝

     

え
ま
す
。

５　

携
帯
電
話
か
ら
通
報
し
た
場
合
は
、
次
の
こ
と

     

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　救急車は、けがや急病などで緊急に病院
に搬送しなければならない傷病者のための
ものです。「救急車をタクシー代わりに使
う」「救急車で行けば早く診察してもらえ
る」など、緊急ではないのに救急車を要請
すると、本当に救急車を必要とする事故が
発生した場合、遠くの救急車が出動するこ
とになり、到着が遅れることで、救える命
が救えなくなるおそれがあります。
　緊急性がなく自分で病院に行ける場合は、
救急車以外の交通機関等を利用して下さい。
　傷病者の様子や事故の状況などから、急
いで病院へ連れて行ったほうがよいと思っ
たときには、迷わず１１９番通報をしてく
ださい。

　救急車の誤った利用は、真の緊急
を要する人への対応が遅れ、救命率
に影響が出るおそれがあります！

①
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
電
源
を
切
ら
な
い
よ
う  

　
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
通
報
地
点
を
管
轄
し
な
い
消
防
本
部
に
通
報
が
つ

　
な
が
っ
た
場
合
、
転
送
の
た
め
の
空
白
が
あ
っ
て

　
も
、
通
話
を
切
ら
ず
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

③
通
報
者
が
移
動
す
る
と
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
る

　
の
で
、
現
場
を
離
れ
な
い
。

④
途
中
で
切
れ
な
い
よ
う
に
立
ち
止
ま
っ
て
話
す
。

　
い
つ
、
ど
こ
で
、
だ
れ
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ど
う
な
っ

た
か
、
現
在
の
容
態
、
患
者
の
性
別
、
年
齢
な
ど
。

　
特
に
、
意
識
が
な
い
・
手
足
が
動
か
な
い
（
し
び
れ
る
）・

心
拍
停
止
・
多
量
の
出
血
な
ど
の
場
合
は
的
確
に
症
状
を
伝
え
、

消
防
職
員
の
指
示
に
従
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
所
在
（
救
急
車
に
来
て
も
ら
う
場
所
）
と
、
目
印
と

な
る
も
の
を
告
げ
ま
す
。

　
携
帯
電
話
か
ら
の
場
合
、
近
隣
の
市
の
消
防
本
部
へ
つ
な
が
る

事
も
あ
り
ま
す
の
で
、
消
防
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

１　指示された応急手当を、確実に行いましょう。
２　できれば、健康保険証・病院発行の診察券・処方されている薬の準備。
３　消防署に連絡した目印となる所まで救急車の出迎えに行きましょう。
　　夜間については、懐中電灯などで合図を送りましょう。
４　事前に救急車の誘導路、患者の搬送路を確保しておきましょう。

の
電
話
の
か
け
方

１１
番
９

落ち着いて
  正確に！
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Ａ
Ｅ
Ｄ
の
電
源
を
入
れ
る

電
極
パ
ッ
ド
を
貼
る

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

⑴
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
ふ
た
を
開
け
、
電
源
ボ
タ
ン
を
押

　
し
ま
す
。
ふ
た
を
開
け
る
と
自
動
的
に
電
源

　
が
入
る
機
種
も
あ
り
ま
す
。

⑵
電
源
を
入
れ
た
ら
、
以
　

　
降
は
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
と
ラ
ン
プ
に
従
い
ま
す
。

⑴
電
極
パ
ッ
ド
を
シ
ー
ル
の
粘
着
面
を
傷
病
者
の
胸

　
部
に
し
っ
か
り
と
貼
り
付
け
ま
す
。

　（
貼
り
付
け
る
位
置
は
電
極
パ
ッ
ド
に
絵
で
表
示

　
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に

　
従
っ
て
く
だ
さ
い
）。

⑵
電
極
パ
ッ
ド
は
、
肌
と
の

　
間
に
す
き
間
を
作
ら
な
い

　
よ
う
、
し
っ
か
り
と
貼
り
付

　
け
、
電
極
パ
ッ
ド
を
貼
り
付
け

　
る
際
に
も
、
で
き
る
だ
け
心
臓

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
継
続
し
て

　
く
だ
さ
い
。

⑴
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
1
回
完
了
す
る
と
、「
た

　
だ
ち
に
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
を
開
始
し

　
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
が
流
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
従
っ
て
、
た

　
だ
ち
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
再
開
し
ま
す
。

　
　
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
30
回
、
人
工
呼
吸
２

　
回
の
組
合
せ
を
続
け
ま
す
。

注
意
⑵
　

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
箇
所
（
伊
佐
湧
水
消
防
組
合
管
内
）

を
近
日
中
に
当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
携
帯

電
話
か
ら
も
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
中
で
す
。

注
意
⑴
　

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
確
実
な
心
肺
蘇
生
法
と
組
み
合
わ
せ
て
使

用
し
、
効
果
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。
万
が
一
に
備
え
、
救

急
講
習
を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

１２

３

⑶
成
人
用
と
小
児
用
の
２
種
類
の
電
極
パ
ッ

　
ド
が
入
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

　
成
人
（
約
８
歳
以
上
）
の

　
傷
病
者
に
小
児
用
の
電
極

　
パ
ッ
ド
を
使
用
し
て
は
い
け

　
ま
せ
ん
。

救急車がくる前に、 できること。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
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伊佐警察署
大口消防署
伊佐市役所（大口庁舎）
大口ふれあいセンター
大口元気こころ館
まごし館
ひしかり交流館
十曽青少年旅行村管理棟

大口高等学校
伊佐農林高等学校
大口中学校
大口南中学校
山野中学校
菱刈中学校
大口小学校
大口東小学校

牛尾小学校
山野小学校
山野西小学校
平出水小学校
羽月小学校
羽月北小学校
羽月西小学校
曽木小学校

菱刈荒田

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

６

７

８

10

12

13

14

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28 29

30

あなたの命少しでも早く助けたい

菱刈荒田

１

２

３

４ ５

９
11

15

16

大口篠原

大口里

大口元町

大口上町

針持小学校
田中小学校
菱刈小学校
本城小学校
湯之尾小学校
南永小学校

※公共の施設と学校のみを記載しております。その他に病院、企業等などにも設置してあります。

※まごし館：
菱刈総合保健福祉センター

ＡＥＤのある場所ＡＥＤのある場所
万一のため

迅速なＡＥＤ
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いさのおんがくたい 2010 ～音の冒険しませんか～

　「いさのおんがくたい」とは、伊佐市文化会館で４月からスタートした、気軽で身近な音楽会（ミ
ニコンサート）です。地元の若手演奏者が中心となって企画・構成・出演するコンサートを、子育
て中の人や高齢者など、日ごろ音楽に触れる機会が少ない人にも、気軽に聴いて楽しんでいただけ
ます。入場無料（有料公演もあります）で、未就学児も入場できますので、家族連れで「生の音」
のよさを体験（冒険）してみませんか。

ミニコンサート日程（８月～ 11 月）

有料公演

日　　時　８月７日（土）14 時～
場　　所　伊佐市文化会館小ホール
出 演 者　大口南中学校吹奏楽部ほか
主な内容　楽器演奏、歌

日　　時　８月 22 日（日）13 時～
場　　所　伊佐市文化会館大ホール
指 導 者　鼓動塾代表　岩元努
内　　容　夏休み特別体験企画　
　　　　　「和太鼓をたたいてみよう」
　小・中学生及びその保護者を対象に和太鼓体
験ができます。日常なかなか体験できない和太
鼓の響きを、ぜひ体験してみませんか。
募集人数　10 人程度
募集期限　８月 12 日（木）
参 加 費　１人 500 円
申 込 先　文化スポーツ課　　　☎�６３２０

問い合わせ先　伊佐市文化会館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎�６３２０

　若い演奏家を中心に、未就学児も入場を可能にして、演奏者がやりたいコンサートを企画しま
す。（自薦、他薦を問いません。）
　詳しくは、各演奏会の当日に説明いたしますので、ぜひ一度会場にお越しいただき、公演の様
子等もごらんになった上で、スタッフに声をかけてください。

いさのおんがくたいでは、来年度の出演者を募集します。

日　　時　11 月６日（土）14 時～
場　　所　伊佐市文化会館小ホール
出 演 者　六龍太鼓
内　　容　和太鼓演奏

日　　時　11 月 27 日（土）14 時～
場　　所　伊佐市文化会館小ホール
出 演 者　エミュ
内　　容　ピアノ

日　　時　９月 25 日（土）15 時～
場　　所　伊佐市文化会館小ホール
出 演 者　邊田  幸香
主な内容　ピアノ演奏、歌

日　　時　10 月 16 日（土）14 時～
場　　所　伊佐市文化会館大ホール（青少年
　　　　　健全育成大会の中での開催です）
出 演 者　二反田耕治
主な内容　トランペット演奏

日　　時　10 月 23 日（土）10 時～
場　　所　羽月保育園
出 演 者　打楽衆バサラ
主な内容　和太鼓
　　　　　「楽しくたたこう !! ドンドンドン」
　いさのおんがくたい初めての出前コンサート
です。どなたでも入場できます。

※出演者及び開演時間は８月１日現在のもので、都合により変更になる場合があります。
※各回の詳細な内容は、公演日の約３週間前にポスター・伊佐市ホームページ等で発表します。



補助金制度を

ご利用ください
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Government Infomation

環境に関する補助金制度について

合併処理浄化槽設置補助

太陽光発電システム設置補助

生ごみ処理機購入補助

廃品回収補助

補助対象者　生活排水による河川等の水質汚濁を防止するため、農業集落排水事業の処理対象区域を
　　　　　　除く個人の専用住宅に合併処理浄化槽を設置する人（新築及び単独浄化槽または汲み取
　　　　　　り式から合併処理浄化槽へ切り替えをする人）。なお、伊佐市内に事業所を置いている
　　　　　　業者が施工したものに限り 10 万円の上乗せ補助を実施しています。
補助金の額

問い合わせ先　市環境政策課環境保全係　　☎�１０６０

補助対象者　次の全ての用件を満たし、市税を滞納していない人
　　　　　　①自ら居住する伊佐市内の既存住宅及び新築住宅に、太陽光発電普及拡大センター（以
　　　　　　　下 J-PEC という）が実施する「住宅用太陽光発電導入支援対策費補助金」の対象と
　　　　　　　なる太陽光発電システムを設置する人または当該発電システムを設置済の建売住宅を
　　　　　　　購入する人。
　　　　　　②平成 22 年 4 月 1 日以降に申請した J-PEC の太陽光発電システム設置補助金の決定通
　　　　　　　知を受けた人。
　　　　　　③伊佐市内に事業所を有し、地元従業員を雇用している施工業者を利用して設置する人。
　　　　　　　※平成 22 年度においては、伊佐市内の取扱店に発注し、市外の施工業者により設置
　　　　　　　　する場合も補助対象とします。
補助金の額　太陽電池モジュールの公称最大出力１kw あたり４万円。限度額 15 万９千円（4kw 未
　　　　　　満）。1,000 円未満の端数が生じたときは切り捨てた額となります。
　　　　　　※予算を超える場合など、補助金を交付することができないこともあります。

※平成 21 年度以前に合併処理浄化槽を設置し補助金の交付を受けた人は対象となりません。

人槽 基準額 上乗せ補助額 合計補助金額
 ５人槽      332,000 円      100,000 円      432,000 円
 ７人槽      414,000 円      100,000 円      514,000 円
10 人槽      548,000 円      100,000 円      648,000 円

補助対象者　資源の再利用及びごみの減量化を目的とした廃品回収を行った団体（ＰＴＡ、子供会、
　　　　　　スポーツ少年団、女性会、高齢者クラブ等）
　　　　　　※補助金の交付を受けようとする団体は、あらかじめ
　　　　　　　廃品回収補助金交付団体登録申請が必要です。
補助金の額　古紙　　　１kg 当たり　５円
　　　　　　古繊維　　１kg 当たり　３円
　　　　　　有価びん　１本 当たり　１円
　　　　　　金属類　　１kg 当たり　２円

補助対象者　伊佐市内に居住し、電動生ごみ処理機または堆肥化容器（コンポスト）を購入する人。
補助金の額　○購入金額４万円未満のもの　２分の１補助
　　　　　　　（ただし、2 分の 1 を乗じて得た額に 100 円未満の端数が生じたときは切り捨てた額
　　　　　　　となります。）
　　　　　　○購入金額４万円以上のもの　２万円補助
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行政からのお知らせ

父子家庭に児童扶養手当
認定申請は８月１日から 11 月 30 日までに！

　８月から父子家庭にも児童扶養手当が支給されます。お早めに申請してください。
対 象 者　①８月１日現在で既に子どもを監護している父親
　　　　　②今後、離婚等により子どもを引き取った父親
支給要件　次の子どもを父親が監護し、かつ、生計を同じくしていること
　　　　　○父母が婚姻を解消した子ども
　　　　　○母が死亡した子ども
　　　　　○母が一定度の障害の状態にある子ども
　　　　　○その他（母が１年以上遺棄している子どもなど）
手 当 額（月）　児童１人の場合　全部支給：41,720 円　一部支給：41,710 円～ 9,850 円
　　　　　　　　　　　                ２人目：5,000 円、３人目以降１人につき：3,000 円加算
　                       ※ 子どもの数や所得に応じて全部・一部支給あるいは支給対象外となります。
　所得制限や支給要件がありますので、申請方法など詳しくは福祉事務所子育て支援係にお問い合わ
せください。

問い合わせ先　市福祉事務所子育て支援係　　　　　　　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　１２６３

がけ地近接等危険住宅移転事業について
　がけ地の崩壊等により住民の生命に危険を及ぼすおそれのある区域に建っている危険住宅の移転を促
進する事業です。
対象住宅　次のいずれかに該当する既存不適格住宅、もしくは特定行政庁の是正勧告を受けた住宅等
　　　　　①急傾斜地崩壊危険区域内にある住宅
　　　　　②高さ２ｍを超え、かつ傾斜 30 度を超えるがけに近接する住宅
　　　　　　（昭和 46 年８月 31 日以前に建築されたものに限る）
　　　　　③県が指定した土砂災害警戒区域内にある住宅

補助内容　①住宅除去工事費に対する補助
　　　　　②土地の取得・敷地の造成・住宅建設（購入）費のうち金融機関から融資を受けた場合の利
　　　　　　息額に対する補助（年利率 8.5％を限度とする）
補助限度額

除去等
建物助成費

合計
住宅建設 土地購入 敷地造成

78 万円 444 万円 206 万円 58 万円
786 万円

実費補助 金融機関からの利息に対する補助
（年利率 8.5％を限度）

問い合わせ先　市建設課住宅係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ☎�１３１１○内　　２２２７

② がけに近接する住宅の図

高さ
Ｈ＞２ｍ

２Ｈ（高さの２倍）

＞ 30°

＜ ＜

╮

╮ ＞ 30°
高さ

Ｈ＞２ｍ

２Ｈ（高さの２倍）
＜＜

╮

╮
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Government Infomation

試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員

一
般
行
政
Ⅰ
（
一
般
事
務
）
若
干
名

　（
一
般
の
事
務
ま
た
は
技
術
に
従
事
）

一
般
行
政
Ⅰ
（
一
般
事
務
（
障
が
い
者
））
若
干
名

　（
一
般
の
事
務
ま
た
は
技
術
に
従
事
）

一
般
行
政
Ⅱ  （
土
　
　
木   （
障
が
い
者
含
む
））
若
干
名

　（
専
門
的
な
技
術
ま
た
は
一
般
の
事
務
に
従
事
）

一
般
行
政
Ⅱ     （
保
健
師
（
障
が
い
者
含
む
））
若
干
名

　（
専
門
的
な
技
術
ま
た
は
一
般
の
事
務
に
従
事
）

受
験
資
格

　
採
用
後
、
伊
佐
市
に
定
住
す
る
人
で
、
次
の
試
験
区

分
ご
と
の
要
件
を
満
た
す
人

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
、
地
方
公
務
員
法
第
16
条

　（
欠
格
条
項
）
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

※
伊
佐
市
で
は
、
障
が
い
者
の
雇
用
を
ふ
ま
え
て
試
験

　
を
し
て
い
ま
す
。
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
、

　
障
害
程
度
が
１
級
か
ら
６
級
ま
で
に
相
当
す
る
人
は
、

　
採
用
試
験
出
願
の
際
、
障
害
者
手
帳
等
を
持
参
し
受

　
付
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
自
力
に
よ
り

　
通
勤
で
き
、
介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な

　
人
、
か
つ
、
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き

　
る
人
に
限
り
ま
す
。

一
般
行
政
Ⅰ
（
一
般
事
務
）

　
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で

平
成
22
年
度
伊
佐
市
職
員
採
用
試
験

に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有

す
る
人
（
来
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
。）

一
般
行
政
Ⅰ
（
一
般
事
務
（
障
が
い
者
））

　
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
、
次
の
要
件
を
満
た

す
人
。

　
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有

す
る
人
（
来
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
。）

一
般
行
政
Ⅱ
（
土
　
　
木
（
障
が
い
者
含
む
））

　
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有

す
る
人
（
来
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
。）

一
般
行
政
Ⅱ
（
保
健
師
（
障
が
い
者
含
む
））

　
昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健

師
の
資
格
を
有
す
る
人
（
来
春
資
格
取
得
見
込
み
の
人

を
含
む
。）

試
験
日
時
　
９
月
19
日
（
日
）
８
時
30
分
か
ら

試
験
会
場
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階
　

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

第
１
次
試
験

一
般
行
政
Ⅰ
（
一
般
事
務
）

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
教
養
試
験
及
び
作
文
試
験

一
般
行
政
Ⅰ
（
一
般
事
務
（
障
が
い
者
））

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
教
養
試
験
及
び
作
文
試
験

一
般
行
政
Ⅱ
（
土
　
　
木
（
障
が
い
者
含
む
））

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
専
門
試
験
及
び
作
文
試
験

一
般
行
政
Ⅱ
（
保
健
師
（
障
が
い
者
含
む
））

　
保
健
師
に
関
す
る
専
門
試
験
及
び
作
文
試
験

※
作
文
試
験
に
つ
い
て
は
、
第
２
次
選
考
時
に
採
点
し

　
ま
す
。

第
２
次
試
験
　
面
接
試
験
（
第
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

採
　
　
用

　
最
終
合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
し
、
平

成
23
年
４
月
以
降
、
必
要
に
応
じ
て
採
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
名
簿
は
原
則
と
し
て
１
年
間
有
効
で
す
。

　
ま
た
、
一
般
行
政
Ⅱ
（
土
木
）
合
格
者
は
、
採
用
後

に
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
取
得
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

受
験
手
続

　
受
験
申
込
書
兼
履
歴
書
（
上
半
身
写
真
貼
付
）
を
受

付
期
間
内
に
市
総
務
課
職
員
係
に
提
出
（
郵
送
の
場
合

は
、
80
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
）
し
て

く
だ
さ
い
。

　
受
験
申
込
書
兼
履
歴
書
は
、
市
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま

　
す
。

受
付
期
間
　
８
月
２
日
（
月
）
～
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

問
い
合
わ
せ
先

市
総
務
課
職
員
係
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
１
２
・
１
１
１
３
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　７月６日、旧遠矢病院跡地に建設中の ｢ 子育て交流センター ｣
の上棟式が行なわれました。当施設が完成すれば子育てに関する

総合的な相談支援機能を加えた子育て支援中核施設とな
ります。そこへ、午後４時、続々と親子連れなど

が集結。その数 60 人余り。狙うは、子ども発達
支援センター ｢ たんぽぽ ｣ に通う子ども達が手
づくりした 2,000 個の紅白餅です。
　合図とともに餅がまかれると、こども以上
におとな達が夢中になって大きな歓声をあげ
ていました。

　恒例となった市内中学生の職場体験が、7 月に 3 日
間、8 月に 2 日間、市内の病院や保育園、各種事業所
などで行なわれました。
　生徒たちに地域社会との関わりを通して社会人とし
て必要なマナーや責任感、コミュニケーション能力な
どを高めてほしいと、毎年実施しているものです。
　初めの硬かった表情と小さな声が、時間の経過とと
もに明るく大きく変化していく様子をみていると教室
では学べない経験ができたようだと感じました。その
日の感想をたずねると、声をそろえて働くこ
との大変さと周りの人への感謝の言葉を語っ
てくれました。今後、この経験を将来の進路
に生かしてほしいものです。

働く中学生

上棟祝い

ドキドキ

ワクワク
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　６月 18 日、ＪＩＣＡボランティアとして
派遣される永山俊介さん（菱刈）、向原愛里
さん（山野）が、各国への出発を前に市長を
表敬訪問しました。
　青年海外協力隊のお二人はそれぞれ意気込
みや抱負を話され、市長から激励の言葉が送
られました。
　永山さんは、これまで学んできた技術を役
立てたいと作業療法士として中国へ、向原さ
んは、現地の教育現場の向上に貢献したいと
小学校教諭としてラオスへ２年間派遣されま
す。
　今後のお二人の活躍を期待します。

　７月７日、針持青少年センターで針持校区
コミュニテー協議会主催の「針持にこにこ
頭の体操教室」の開講式が行われました。
　今年で、４年目を迎える開講式には、受講
生 21 人に加え地域の主婦らによる学習サポ
ーター７人が出席して、和気あいあいの雰囲
気の中で、顔合わせが行われました。７月か
ら５か月間、毎週水曜日に頭の体操教室が実
施され、認知症予防等に効果があるという、
漢字の読み書きや計算などを楽しみながら学
習します。

　今年も村橋三郎さん宅（羽月）に、にぎや
かな声が響きます。近くの羽月小学校の１、
2 年生 51 人がぶどうの袋かけにチャレンジ
です。　袋かけは、強い日光や雨風・害虫か
ら果実を守り、病気を防ぐなどさまざまな効
果があります。子どもたちがお手伝いした 6
月 24 日は、とても暑い日で、流れる汗と目
を輝かせながら自分の名前を書いた袋を丁寧
にかぶせていました。
　収穫期になる 8 月頃には、子どもたちに美
しく色付いたぶどうが届けられるそうです。

JICA ボランティア表敬訪問

楽しみながら、頭も心も健康に！ 美味しくな～れ

　７月 17 日、お盆を前に本城小学校の親子
およそ 30 人が瓜之峰地区にある菱刈家歴代
墓地の清掃作業を行いました。はじめに同校
区に住む髙牟　行眞さんから ｢ 先祖の存在が
なくては、自分はありえない。こう考える時、
その命の流れの根源に対して感謝と尊敬の念
をもって大切にしてほしい ｣ と話がありまし
た。墓石を前に真剣に聞き入っていた子ども
達の清掃作業も慎重に行なわれ、枯葉に覆わ
れていた通路もきれいに整備されました。
　私たちへ命をつないでくださったご先祖様
へご恩返しをすることができたのではないで
しょうか。

ご先祖様のおかげ
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　７月１日、大口庁舎前で伊佐保護区保護司
会による「社会を明るくする運動」の出発式
が行われました。
　社会を明るくする運動は、すべての国民が、
犯罪や非行防止と、罪を犯した人々の更生に
ついて理解を深め、犯罪や非行のない明るい
社会を築こうとする全国的な運動です。
　また７月 18 日には、忠元公園多目的広場
で、同会による運動として、グラウンド・ゴ
ルフ大会が開催されました。市内全地区から
約 80 人が参加し、犯罪を吹き飛ばしてしま
いそうなほどの、明るい笑い声や歓声が響い
ていました。

　７月 9 日、えびの市の村岡隆明市長が菱刈
庁舎を訪れ、えびの市で発生した口蹄疫で伊
佐市の畜産農家にもご心労をおかけしたと陳
謝されました。特に、移動制限区域に入った
4 件の養豚農家には ｢ 大変なご苦労だったと
思います。ぜひ会ってお詫びしたかった。｣
と声をかけ見舞金を手渡しました。
　また、次の各団体からもご寄附をいただき
ました。（敬省略、順不同）
　　○伊佐ライオンズクラブ
　　○平出水コミュニティ協議会
　　○林建設「林和会」
　　○伊佐市パークゴルフ協会
　　○伊佐市観光特産品協会
　　○伊佐市商工会青年部・女性部
　　○大口グラウンドゴルフ協会
　　○県立北薩病院「親和会」
　皆さまからのあたたかいご支援に感謝いた
します。ありがとうございました。

　６月 13 日、全日本９人制バレーボールク
ラブカップ県予選大会で大口クラブが準優勝
されました。県代表として、全日本９人制ク
ラブカップ女子選手権大会（８月 11 日～ 14
日）と九州・山口９人制クラブカップ男女選
手権大会（10 月９日～ 11 日）に出場します。
　大口クラブの活躍を期待します。

「社会を明るくする運動」出発式
感謝のことば

｢ 遠くから心遣いがうれしかった ｣

全国大会に出場！

　６月 15 日、全国危険物安全協会理事長表
彰伝達式と鹿児島県危険物安全協会表彰式に
おいて、危険物の保安・安全管理に顕著な功
績があったとして、次の事業所が表彰されま
した。（敬称略）
全国危険物安全協会理事長表彰
　優良危険物関係事業所
　　有限会社内村自動車（写真中央）
鹿児島県危険物安全協会表彰
　優良事業所
　　住友金属鉱山株式会社菱刈鉱山（写真左）
　伊佐湧水消防組合田畑茂樹消防長（写真右）

危険物安全全国・県表彰



13　　広報いさ  2010.08.01

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

問
い
合
わ
せ
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

　
こ
の
言
葉
を
一
度
は
言
わ
れ
、
そ
し

て
子
ど
も
達
に
向
か
っ
て
言
っ
て
は
い

ま
せ
ん
か
？
産
ま
れ
た
時
か
ら
当
然
の

ご
と
く
言
わ
れ
続
け
て
き
た
言
葉
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
の
鎖
を
は
ず

し
て
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」「
自
分

を
見
つ
め
さ
せ
る
」
私
に
な
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
こ
れ
が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
」

の
考
え
方
で
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
の
市
民

意
識
調
査
報
告
　
―
６
回
目
―

　「
結
婚
・
家
庭
・
離
婚
」
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

　
結
婚
に
つ
い
て
は
、「
個
人
の
自
由

で
あ
る
か
ら
結
婚
し
て
も
し
な
く
て
も

ど
ち
ら
で
も
よ
い
」
と
す
る
考
え
方
が
、

男
女
共
に
半
数
を
占
め
ま
し
た
。

　
家
庭
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
「
結

婚
し
て
も
、
必
ず
し
も
子
ど
も
を
持
つ

必
要
が
な
い
」
に
つ
い
て
は
、
若
年
層

の
女
性
で
「
そ
う
思
う
」
と
す
る
回
答

が
多
く
、
高
年
齢
層
で
は
「
そ
う
思
わ

な
い
」
と
す
る
回
答
が
多
か
っ
た
で
す
。

　
離
婚
に
つ
い
て
は
、
女
性
は
「
離
婚

【
事
例
】

　
自
宅
を
訪
れ

た
者
に
「
み
か

ん
は
い
ら
な
い

か
」
と
誘
わ
れ
、

み
か
ん
の
入
っ
た

箱
を
い
っ
ぱ
い
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
ま
で

見
に
行
っ
た
。
１
箱
の
値
段
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
１
、０
０
０
円
」
と
言
わ
れ

た
の
で
買
う
こ
と
に
し
た
。
み
か
ん
を

自
宅
内
ま
で
運
ん
だ
後
、そ
の
者
が「
代

金
は
１
４
、０
０
０
円
」と
言
っ
た
。「
高

い
か
ら
返
す
」
と
断
っ
た
が
「
で
き
な

い
」
と
言
わ
れ
、
仕
方
な
く
支
払
っ
た
。

返
品
し
た
い
が
連
絡
先
も
分
か
ら
な
い
。

（
80
歳
代
　
男
性
）

　
相
談
事
例
を
み
る
と
次
の
よ
う
な
パ

タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

○
男
性
２
人
組
、
男
女
２
人
組
な
ど
が

　
消
費
者
の
自
宅
に
訪
れ
る
。

○
味
の
よ
い
り
ん
ご
や
み
か
ん
を
試
食

　
さ
せ
る
が
、
値
段
を
は
っ
き
り
と
言

　
わ
な
い
。

○
消
費
者
が
購
入
を
決
め
る
と
、
高
価

　
格
・
大
量
の
果
物
を
購
入
す
る
よ
う

黄
色
い
リ
ボ
ン
⑳
「
男
ら
し
く
」「
女
ら
し
く
」

　
勧
め
る
。

○
消
費
者
が
断
る
と
「
試
食
し
て
お
い

　
て
買
わ
な
い
の
か
」
な
ど
と
強
引
に 

　
購
入
さ
せ
る
。

○
領
収
書
な
ど
は
渡
さ
れ
な
い
た
め
、

　
販
売
者
の
名
前
や
連
絡
先
は
分
か
ら

　
な
い
。

○
購
入
し
た
果
物
が
傷
ん
で
い
た
り
、

　「
味
が
悪
い
」と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
い
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

○
玄
関
の
ド
ア
を
開
け
、
試
食
を
し
て

　
し
ま
う
と
、
断
り
に
く
く
な
っ
て
し

　
ま
い
ま
す
。
必
要
な
い
も
の
は
き
っ

　
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

○
値
段
や
品
質
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ

　
う
。
販
売
者
は
領
収
書
等
を
渡
さ
な

　
い
の
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
困
難

　
で
す
。
安
易
に
購
入
し
な
い
よ
う
し

　
ま
し
ょ
う
。

○
販
売
者
は
同
じ
地
域
で
勧
誘
を
繰
り

　
返
し
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
を
家

　
族
や
近
所
等
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　（
月
刊
国
民
生
活
６
月
号
か
ら
引
用
）

※
電
話
勧
誘
販
売
に
よ
る
カ
ニ
購
入
勧

　
誘
に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

肯
定
意
見
」
と
「
離
婚
否
定
意
見
」
が

同
程
度
で
あ
る
が
、
男
性
は
「
離
婚
否

定
意
見
」
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
　

女
性
団
体
の
ご
紹
介

☆
「
交
通
安
全
母
の
会
」
☆

　
交
通
安
全
に
果
た
す
母
親
の
役
割
の

重
要
性
を
認
識
し
、
関
係
機
関
と
連
携

を
も
ち
な
が
ら
地
域
に
お
け
る
母
親
た

ち
の
連
帯
感
を
深
め
、
自
主
的
な
交
通

安
全
運
動
を
推
進
す
る
団
体
で
す
。

“
女
性
サ
ロ
ン
室
”
の
ご
利
用
を
！

開
催
日
　
８
月
４
日
（
水
）・
18
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

り
ん
ご
や
み
か
ん
の
押
し
売
り
に
ご
注
意
！
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私たちの学校生活

Our School Life!

　
カ
ト
リ
ッ
ク
女
子
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
あ
る

大
口
明
光
学
園
の
歴
史
は
旧
大
口
市
の
招し

ょ
う
へ
い聘
に
よ
り

50
年
前
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
50
年
の
間
に
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

は
も
ち
ろ
ん
、
世
の
中
も
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
変
化
の
中
で
本
校
は
２
つ
の
大
き
な

存
在
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
１
つ
は
学
園
が
掲

げ
る
「
心
の
教
育
」、
教
育
精
神
と
し
て
の
「
愛
と

奉
仕
」
の
精
神
。
も
う
１
つ
は
本
校
を
見
守
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
地
域
の
存
在
で
す
。

　
特
に
本
校
の
行
事
の
中
で
秋
に
行
わ
れ
る
明
光
祭

は
、
多
く
の
お
客
さ
ま
を
迎
え
、
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
行
事
に
ま
で
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

保
護
者
に
よ
る
後
援
会
、
卒
業
生
の
同
窓
会
、
そ
し

て
そ
の
保
護
者
に
よ
る
育
成
会
な
ど
本
校
独
自
の
教

育
が
ま
き
続
け
た
種
子
が
実
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
本
校
で
は
伊
佐
市
内
外
を
問
わ
ず
南
は
沖

縄
、
北
は
関
東
、
そ
し
て
海
外
か
ら
も
生
徒
た
ち
が

在
学
し
て
い
ま
す
。
鹿
児
島
大
学
を
は
じ
め
と
す
る

主
要
大
学
へ
の
進
学
体
制
を
と
り
つ
つ
、「
心
の
教

育
」
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
休
日
に
市

内
を
歩
く
生
徒
た
ち
の
姿
は
お
そ
ら
く
50
年
前
と
大

き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
と
し
て
、
女
性
と
し

て
、
変
わ
ら
ず
に
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
を
探
し
続
け
る
歩
み
が
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

　「大地の恵み」という言葉の中には私たち人間には及びもつかな
い自然の偉大さを感じます。その中で「人が奏でて」社会が成り立
つと言えます。未来の社会を人として奏でていく、多様な可能性を
秘めた生徒たちを、学園・地域が一体となって支えることができま
すようお祈り下さい。

大口明光学園

▲ 2009 年 11 月・榎木孝明氏と一緒に

▲昭和 36 年当時の校舎

大口明光学園　　坂井美智代　校長

学校長から一言

50
年
変
わ
ら
ぬ
伝
統
と
共
に
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健
康
の
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
３

健
康
の
コ
ー
ナ
ー

　
肝
炎
が
国
内
最
大
の
感
染
症
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
す
か
？

　
ま
た
、
昨
年
の
12
月
に
「
肝
炎
対
策
基
本

法
」が
制
定
さ
れ
た
こ
と
は
ご
存
知
で
す
か
？

　
こ
れ
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
や
肝

炎
患
者
が
正
し
く
理
解
さ
れ
、
適
切
な
医
療

の
提
供
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と

し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、

約
70
％
の
人
が
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
の
持
続
感
染
者

（
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
キ
ャ
リ
ア
）

と
な
り
、
放
置
す
る
と
本
人
が
気
づ
か
な
い

う
ち
に
、
慢
性
肝
炎
、
肝
硬
変
、
肝
が
ん
へ

と
進
展
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
治
療
に
よ
っ
て
は
強
い
副
作

用
に
よ
る
心
身
の
疲
労
、
肝
炎
の
進
行
や
経

済
的
な
不
安
、
肝
炎
治
療
と
仕
事
と
の
狭
間

で
の
苦
悩
な
ど
計
り
し
れ
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
Ｃ
型
肝
炎
に
対
す
る
誤
解

や
偏
見
が
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
精
神
的
苦

痛
を
受
け
た
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私

た
ち
は
、
肝
炎
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
て

い
る
で
し
ょ
う
か
？

き
・
食
器
を
共
用
す
る
、
一
緒
に
入
浴
す
る

な
ど
の
日
常
生
活
で
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
は

感
染
し
ま
せ
ん
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
る
に
は
？

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
か
ど
う

か
は
、
血
液
を
採
取
し
て
調
べ
ま
す
。
　

肝
炎
の
治
療
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
り

ま
す
か
？

　
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
な
ど
を
使
う
抗
ウ
イ

ル
ス
療
法
（
ウ
イ
ル
ス
を
駆
除
す
る
）
と
肝

庇
護
療
法
（
肝
炎
の
活
動
を
抑
え
る
）
の
2

つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

※
県
で
は
無
料
検
査
や
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

　
治
療
費
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

　
大
口
保
健
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
感
染

し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
過
ご
し
て
い
る

人
が
１
０
０
万
人
以
上
も
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
Ｃ
型
肝
炎
を
早
期
に
発
見
す
れ
ば

肝
が
ん
の
発
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｃ
型
肝
炎
を
知
ら
な
い
こ
と
に
よ

る
差
別
や
偏
見
で
苦
し
む
人
が
い
な
い
社
会

に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
ま
ず
は
、
私
た
ち
が
Ｃ
型
肝
炎
を
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
か
ら
で
す
。

Ｃ
型
肝
炎
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

　
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
起

こ
る
肝
臓
の
病
気
で
す
。
肝
炎
に
な
る
と
、

肝
臓
の
細
胞
が
壊
れ
て
、
肝
臓
の
働
き
が
悪

く
な
り
ま
す
。
慢
性
肝
炎
、
肝
硬
変
、
肝
が

ん
へ
と
進
展
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
し
て
感
染
し
ま
す
か
？

　
主
と
し
て
Ｃ
型
肝
炎
に
感
染
し
て
い
る
人

の
血
液
が
他
の
人
の
血
液
の
中
に
入
る
こ
と

に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
あ
る
時
期
に
受
け

た
手
術
な
ど
の
止
血
目
的
で
使
わ
れ
た
血
液

製
剤
や
輸
血
で
感
染
し
た
人
も
い
ま
す
（
い

わ
ゆ
る
「
薬
害
Ｃ
型
肝
炎
」）。

感
染
す
る
と
ど
の
よ
う
な
症
状
が
出
ま
す

か
？

　
疲
れ
や
す
く
、
体
力
が

落
ち
ま
す
。
ま
た
、
食
欲

不
振
、
悪
心
・
嘔
吐
な
ど

の
症
状
が
出
現
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
で
経
過
し
ま
す
。

感
染
し
な
い
た
め
に
日
常
生
活
で
注
意
す
る

こ
と
は
？

　
感
染
し
て
い
る
人
の
血
液
に
な
る
べ
く
触

れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
く
し
ゃ
み
・
せ

正しい理解を  Ｃ型肝炎

?
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　  ☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　  ☎�３０００

【今月の新刊本（抜粋）】【ご利用案内】
　伊佐市、霧島市、湧水町、さつま町に
住所を有する人か、伊佐市内に所在する
職場・学校に通勤・通学をされている人
であれば借りられます。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
「思い出コロッケ」 　諸田玲子
　あの人となら、理想の家庭を築いていけると思
ったのに－。あんな女のどこに惹かれ、夫は家を
出たのか。女の嘆き、男のぼやき、昭和の残り香
…。恋愛・家族を描いた小説集。
　『小説新潮』掲載をまとめて単行本化。

【８月の休館日】
８月 ２日（月） ・  ９日（月）
        16 日（月）・23 日（月）
       30 日（月）

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば

日　時　８月 28 日（土）　10:30 ～
場　所　大口図書館
夏休みおはなし会
日　時　８月６日（金）、27（金）　10:30 ～
場　所　菱刈図書館

新納忠元シンポジウム・歴史講演会
　今年は、郷土の名将新納忠元公の没後 400 年にあたり、
記念事業のひとつとして、新納忠元シンポジウム・歴史講
演会を開催します。
日　時　９月５日（日）　13:30 ～ 16:30
場　所　大口ふれあいセンター３階多目的ホール
※詳細については、８月 15 日号広報紙に掲載します。

【図書館へ献本】
永山保雄さん（尾之上）
平野伸一さん（大島南）
伊勢原幸子さん（埼玉県）

【　児　童　】
くじらの歌 ウーリー・オルレブ
はれときどきあまのじゃく 矢玉四郎
二人の小さな家 シーリア・ウィルキンズ
ちいさなあめふりぐも せなけいこ

【　一　般　】
善人長屋 西條奈加
ＫＡＴＡＮＡ 服部真澄
七人の敵がいる 加納明子
静けさを残して鳥たちは 片山恭一
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お
知
ら
せ

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

処
理
に
つ
い
て

　
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
産
業
廃
棄

物
で
あ
り
、
排
出
事
業
者
（
農
家
）
の
自
ら

の
責
任
に
お
い
て
処
理
す
る
よ
う
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
佐
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
適

正
処
理
推
進
協
議
会
で
は
、
次
の
よ
う
に
収

集
を
実
施
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
８
月
11
日
（
水
）
８
時
～
15
時

収
集
処
分
場
所

　
伊
佐
市
大
口
宮
人
１
１
９
１
―
７
３

　
㈱
三
宝
保
全
　
　
　
　
　
☎
�
２
８
８
８

収
集
対
象
品
目

　
農
業
用
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
、
ハ
ウ
ス
用
被

覆
ビ
ニ
ー
ル
、
ト
ン
ネ
ル
用
被
覆
ビ
ニ
ー
ル
、

農
薬
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
、
肥
料
袋
、
飼
料

ラ
ッ
ピ
ン
グ
用
フ
ィ
ル
ム
、
育
苗
箱
、
育
苗

ポ
ッ
ト
等

処
分
料
金
　

1
㎥
当
り
２
、３
０
０
円

産
業
廃
棄
物
税
　
１
ｔ
当
り
１
、０
０
０
円

経
費
負
担
割
合

　
排
出
事
業
者
（
農
家
）・
市
・
農
協
そ
れ

ぞ
れ
３
分
の
１

そ
の
他

▽
助
成
金
は
後
日
清
算
し
ま
す
。

▽
処
分
場
に
搬
入
す
る
際
は
、
処
分
料
金
と

　
印
鑑
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
伊
佐
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
適

　
正
処
理
推
進
協
議
会
で
、
搬
入
物
の
検
査
、

　
量
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等
を
運
搬
す

　
る
場
合
、
車
両
の
表
示
及
び
書
面
の
備
え

　
付
け
が
必
要
で
す
。
車
両
の
表
示
及
び
書

　
類
の
携
帯
不
備
の
罰
則
は
、
改
善
命
令
後
、

　
従
わ
な
か
っ
た
場
合
、
３
年
以
下
の
懲
役

　
も
し
く
は
３
０
０
万
円
の
罰
金
ま
た
は
こ

　
れ
ら
の
併
科
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
適
正

処
理
推
進
協
議
会
事
務
局
（
北
さ
つ
ま
農
業

協
同
組
合
駅
前
支
所
生
産
資
材
課
）

廃
電
池
・
廃
電
球
・
廃
蛍
光
灯
を
回

収
し
ま
す
（
菱
刈
地
区
）

　
市
で
は
、
廃
電
池
・
廃
電
球
・
廃
蛍
光
灯

を
定
期
的
に
回
収
し
て
い
ま
す
。
８
月
の
回

収
は
次
の
と
お
り
で
す
。

回
収
日

▽
８
月
４
日
（
水
）
菱
刈
校
区

▽
８
月
11
日
（
水
）
本
城
校
区

▽
８
月
18
日
（
水
）
湯
之
尾
校
区

▽
８
月
25
日
（
水
）
田
中
校
区

回
収
方
法

　
不
燃
・
資
源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
置

し
て
あ
る
回
収
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

○
回
収
箱
に
、
他
の
ご
み
は
絶
対
に
入
れ
な

　
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ビ
ニ
ー
ル
や
紙
袋
等
に
包
ま
ず
、
回
収
箱

　
に
そ
の
ま
ま
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

○
電
球
・
蛍
光
灯
は
割
れ
な
い
よ
う
に
入
れ

　
て
く
だ
さ
い
。

○
電
池
類
は
、
時
計
等
の
ボ
タ
ン
電
池
や
携

　
帯
電
話
等
の
電
池
も
含
み
ま
す
。

※
期
日
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
市
の
環
境
保
全

　
や
美
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ご
み
の
不

　
法
投
棄
、
不
法
処
理
は
絶
対
に
し
な
い
で

　
く
だ
さ
い
。
法
律
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
環
境
政
策
課
環
境
保
全
係

　
　
　
　
　
　
☎
�
１
０
６
０

　
　
　
　
　
☎
�
０
２
２
６

放
送
大
学
10
月
生
募
集
！

好
き
な
と
き
、
好
き
な
勉
強
、
好
き
な
だ
け

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
22
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
、心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

募
　
集

22
年
度
伊
佐
市
弓
道
教
室
生
徒
募
集

会
　
　
場
　
菱
刈
弓
道
場

（
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
）

開
講
式
　

9
月
1
日
（
水
）
19
時
～
　

　
そ
の
後
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
の
19
時
～

21
時

受
講
料
　

3
、
５
０
０
円

※
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
、
ゴ
ム
弓
代
を
含
む

申
込
期
間
　

8
月
２
日
（
月
）
～
20
日
（
金
）

そ
の
他

　
道
場
内
は
素
足
厳
禁
で
す
の
で
、
白
足
袋

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。（
お
持
ち
で
な
い
人

は
、
申
込
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。）

ま
た
、
道
具
は
貸
し
出
し
い
た
し
ま
す
の
で
、

動
き
や
す
い
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先
　
弓
道
連
盟
伊
佐
支
部

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
２
５
１
（
飯
田
）

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
８
４
（
瀬
崎
）

出
願
期
限
　
８
月
31
日
（
火
）

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
・
２
３
９
・
３
８
１
１

http://w
w

w
.ouj.ac.jp

第
２
回
伊
佐
市
戦
没
者
追
悼
式

　
戦
没
者
追
悼
式
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

市
民
の
方
も
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
８
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
　
11
時
45
分
～
13
時

　
　
　
　
　
受
付
11
時
30
分

場
　
　
所
　
伊
佐
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
社
会
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
６
７
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伊佐市からのお知らせ

広告

たくさんの応援ありがとうございました！
大口高校ラグビー部全九州大会に出場し　

全国トップレベルの強豪校と闘い奮戦する

試合の結果は次のとおり・・・。
２位ブロック１回戦　大口　０－４７　長崎南山 大 口 高 校 ラ グ ビ ー 部 保 護 者 会

　口蹄疫の発生でご心配の事と存じます。肩をおとすよりみんなで
スクラム組んで絶対に勝とう。私達に出来る事は今回の全九州大会
の出場にあたり、皆様より頂いたたくさんのご寄付とご声援をしっ
かり受け止め、大口高校ラグビー部が強くなる事でこの伊佐市を元
気にしたい。そして応援頂いた皆様の明るい話題になればと考えて
おります。「意志あるところに道がある」・・・。
　私達は３５年来の地域みんなの夢、１０回目の「花園」出場をめ
ざしています。大口高校ラグビー部グリーンナイツは再び決起しま
す。次の闘いは、絶対に負けません・・・。ご期待下さい。

闘	球	魂

４
０
０
ml
献
血
に
ご
協
力
を
！

献
血
日
程
　
８
月
18
日
（
水
）

▽
市
役
所
（
大
口
庁
舎
）
９
時
30
分
～
13
時

▽
県
立
北
薩
病
院
　
　
　
14
時
30
分
～
16
時

問
い
合
わ
せ
先

市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
１
６

市
水
道
メ
ー
タ
ー
器
取
替
に
つ
い
て

　
計
量
法
に
よ
り
水
道
メ
ー
タ
ー
は
８
年
で

取
替
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
サ
ー
ク
ル
展
示
会

　『
里
夢
会
』　『
楽
彩
会
』　『
彩
光
会
』『
粋

彩
会
』
の
第
２
回
水
彩
画
展
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
　
　
間
　
８
月
３
日
（
火
）
～
13
日
（
金
）

場
　
　
所
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
　
　
　
ス
テ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
公
民
館
係

☎
�
１
６
１
３

　
田
舎
暮
ら
し
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
々
に

居
住
体
験
に
よ
っ
て
、伊
佐
の「
自
然
・
風
土
・

人
情
味
」
に
触
れ
て
い
た
だ
く
た
め
、
家
電

品
・
家
具
・
食
器
類
を
備
え
た
「
移
住
体
験

住
宅
」
を
建
設
し
ま
し
た
。

　
次
の
と
お
り
見
学
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
市
民
の
皆

さ
ま
も
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
８
月
６
日
（
金
）
～
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　
10
時
～
17
時

会
　
　
場
　
菱
刈
川
北
地
区
（
１
・
２
号
棟
）

　
　
　
　
　
菱
刈
重
留
地
区
（
３
・
４
号
棟
）

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.isa.kagoshim
a.jp/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
地
域
振
興
課
定
住
促
進
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
５
５

『
移
住
体
験
住
宅
』
見
学
会

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

　
元
気
が
で
る
大
好
評
の
セ
ミ
ナ
ー
、
就
職

活
動
中
の
人
は
必
見
で
す
！

日
　
　
時
　
８
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
　
15
時
50
分
～
17
時

場
　
　
所
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
２
階
会
議
室

講
　
　
師
　
池
元
正
美
氏

（
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

受
講
定
員
　
50
人

　
参
加
ご
希
望
の
人
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
地
区
産
業
活
性
化
協
議
会☎

�
５
５
１
３

８
月
10
日
は
『
道
の
日
』
で
す

～
ま
た
明
日  

き
っ
と
歩
こ
う  

こ
の
道
を
～

　
８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す
。

　
道
路
は
国
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
基
本
的
な
社
会
資
本
で
す
が
、
あ
ま
り
に

身
近
な
存
在
の
た
め
、
そ
の
重
要
性
が
見
過

ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
、道
路
の
意
義
・

重
要
性
に
つ
い
て
、
国
民
に
関
心
を
も
っ
て

も
ら
う
た
め
、
国
土
交
通
省
は
８
月
10
日
を

『
道
の
日
』
と
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会

に
も
う
一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
水
道
課
で
は
、
市
内
の
管
工
事
組
合
等

に
委
託
し
、
取
替
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
家

庭
に
無
料
で
交
換
に
伺
い
ま
す
。
な
お
、
メ

ー
タ
ー
器
本
体
は
貸
与
と
な
り
ま
す
の
で
、

管
理
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
８
月
に
交
換
を
計
画
し
て
い
る
自
治
会
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
羽
月
地
区
】

　
園
田
、
鳥
巣
上
・
下
、
麓
町
、
大
島
北
・

南【
菱
刈
地
区
】

　
上
市
山
、
上
内
之
宮
、
内
之
宮
、
桜
馬
場
、

麓
後
、
菱
刈
ハ
イ
ツ

取
替
え
に
つ
い
て
の
お
願
い

▽
委
託
業
者
が
、
中
旬
ご
ろ
取
替
え
作
業
を

　
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

　
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
不
在
の
時
で
も
取
替
え
を
行
い
ま
す
の
で
、

　
そ
の
時
は
取
替
え
済
の
お
知
ら
せ
を
郵
便

　
受
け
な
ど
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
水
道
課
　
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
９
２
・
１
２
９
３
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誕
　
生

 

（
６
月
１
日
～
６
月
30
日
受
付
分
）

石
元
　
瑛え
い
き
ち吉
（
亮
太
朗
・
下
之
馬
場
）

内
園
田
　
璃り

あ愛
（
陽
生
・
麓
町
）

神
薗
　
颯は
や
と人
（
政
治
・
大
田
）

田
口
　
駿し
ゅ
ん
た太
（
龍
一
・
田
中
上
）

田
原
　
優ゆ
う
り李
（
健
一
・
上
ノ
馬
場
）

辻
野
　
忠た
だ
ま
さ雅
（
雅
雄
・
前
目
麓
住
宅
）

中
原
　
理り

お緒
（
智
和
・
麓
町
）

永
池
　
剛ご
う
し
ん心
（
健
太
・
西
本
町
）

松
﨑
　
大だ
い
ご瑚
（
武
史
・
東
戸
切
）

松
本
　
啓け
い
た汰
（
貴
秀
・
鳥
巣
上
）

森
　
ひ
よ
り
（
貴
光
・
重
留
西
第
２
住
宅
）

湯
之
上
　
ひ
な
た
（
史
斗
・
篠
原
）

（
６
月
１
日
～
６
月
30
日
受
付
分
）

大
口
地
区

上
野
　
き
く
へ
　
　
96
　（
下
元
町
）

坂
元
　
ヨ
シ
エ
　
　
83
　（
こ
と
ぶ
き
園
）

新
内
　
良
助
　
　
　
81
　（
西
戸
切
）

大
宮
司
　
ア
ツ
　
　
84
　（
牛
尾
）

西
口
　
富
子
　
　
　
83
　（
下
青
木
）

松
元
　
ハ
ツ
エ
　
　
94
　（
白
ヶ
谷
）

山
室
　
恒
人
　
　
　
63
　（
里
町
）

渡
田
　
リ
ツ
子
　
　
84
　（
牛
尾
）

山
野
地
区

木
山
　
冷
子
　
　
　
69
　（
小
木
原
上
）

下
小
薗
　
義
己
　
　
66
　（
尾
之
上
）

新
冨
　
フ
ジ
ノ
　
　
92
　（
平
出
水
中
央
）

田
中
　
馨
　
　
　
　
85
　（
小
木
原
上
中
）

舟
ノ
川
　
ハ
ツ
子
　
85
　（
小
木
原
上
）

宗
像
　
郡
吉
　
　
　
86
　（
上
之
馬
場
）

山
内
　
義
德
　
　
　
93
　（
向
江
）

羽
月
地
区

楠
　
良
子
　
　
　
　
84
　（
竜
石
）

坂
元
　
幸
男
　
　
　
75
　（
駅
前
）

帖
佐
　
義
光
　
　
　
86
　（
下
ノ
木
場
）

前
田
　
知
利
子
　
　
90
　（
下
殿
）

松
ケ
迫
　
曻
　
　
　
79
　（
園
田
）

宮
里
　
精
　
　
　
　
89
　（
冨
士
）

西
太
良
地
区

嶋
崎
　
ノ
ブ
子
　
　
79
　（
堂
山
）

遠
矢
　
大
子
　
　
　
93
　（
中
央
）

長
岡
　
フ
ヂ
ノ
　
　
89
　（
土
瀬
戸
）

堀
之
内
　
ス
ミ
子
　
76
　（
山
城
）

菱
刈
地
区

岡
山
　
ミ
ツ
ノ
　
　
93
　（
上
市
山
）

梶
川
　
鐵
夫
　
　
　
72
　（
麓
後
）

白
石
　
君
子
　
　
　
86
　（
共
進
）

白
石
　
久
義
　
　
　
65
　（
重
留
西
）

時
吉
　
一
美
　
　
　
71
　（
青
木
元
）

中
園
　
ア
キ
子
　
　
84
　（
停
車
場
）

永
井
　
サ
ツ
子
　
　
82
　（
青
木
元
）

原
之
下
　
道
雄
　
　
83
　（
花
北
下
）

政
元
　
重
信
　
　
　
73
　（
下
市
山
）

松
元
　
公
夫
　
　
　
76
　（
岩
坪
）

村
尾
　
宗
志
　
　
　
67
　（
薬
師
）

森
山
　
敦
良
　
　
　
83
　（
下
名
）

 

南
　
フ
ミ
子
さ
ん
（
水
ノ
手
）

高
野
　
ア
キ
ノ
さ
ん
（
石
井
）

住所 : 伊佐市大口小木原 899TEL：0995-22-0425
H    P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp タケシタの家造り 検索

８月６（金）・７（土）・８（日）
各日 10:00 ～ 17:00

湯之尾ひしかり交流館近く
※ ８（             日）は 16:00 まで

地元杉をふんだんに使用した
「健康住宅」です。

完成見学会開催
広告

建築設計・施工・製材・水道・
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

　

変
更
の
お
知
ら
せ

　
広
報
い
さ
７
月
15
日
号
８
ペ
ー
ジ

の
「
休
日
在
宅
の
お
医
者
さ
ん
」
で
、

次
の
と
お
り
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

休
日
在
宅
の
お
医
者
さ
ん

８
月
８
日
（
日
）

　
中
村
弘
医
院
（
外
）　
↓

寺
田
病
院
（
外
）

　

　パスポートの申請・受領の窓口は市
役所市民課（大口庁舎）になり
ます。伊佐市の人は、かごしま

県民交流センターパスポート窓
 口をはじめとする県の旅券窓口

は、原則利用できません。
問い合わせ先　
市役所市民課市民係

☎�１３１１○内　１１５５

パスポートの申請は市役所窓口で

お仕事を承ります
　お墓の清掃や花の交換等、家事手伝い、家庭内の掃
除・洗濯など、遠方にお住まいの方や
日頃の管理が負担になっている方
に代わって、会員が作業します。
　お気軽に電話にて連絡いただ
ければ、御見積いたします。

※草刈り、除草、剪定などの屋外作業は、９月以降の作業となります。

㈳ 伊佐市シルバー人材センター
住所  伊佐市大口大島 1109 ℡ 0995-22-1166

広告
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広
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さ
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■

発
行

／
伊

佐
市

役
所

総
務

課
　

〒
895-2511　

鹿
児

島
県

伊
佐

市
大

口
里

1888
番

地
　

　
　

　
Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

http://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　

info@
city.isa.lg.jp

■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

編
集
後
記

　
今
月
の
表
紙
は
、
7
月
17
日
に
下
殿
地

区
多
目
的
広
場
で
行
な
わ
れ
た
伊
佐
宇
宙

少
年
団
主
催
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト

発
射
会
の
様
子
で
す
。
カ
メ
ラ
で
狙
っ
て

い
る
と
‘
飛
べ
よ
ー
’‘
あ
ー
子
ど
も
達

も
う
少
し
こ
っ
ち
！
’
笑
っ
て
～
’
心
の

中
で
叫
び
っ
ぱ
な
し
で
す
。
素
晴
ら
し
い

一
瞬
な
ん
て
そ
ん
な
に
何
度
も
訪
れ
ま
せ

ん
。
発
射
会
の
日
は
梅
雨
明
け
を
思
わ
せ

る
よ
う
な
青
空
で
天
気
は
問
題
な
し
。
そ

こ
で
焦
る
は
私
だ
け
。
集
っ
た
45
人
は
み

ん
な
楽
し
そ
う
で
、
そ
の
一
瞬
を
カ
メ
ラ

に
お
さ
め
る
だ
け
な
の
で
す
が
、
出
来
は

帰
っ
て
か
ら
の
お
楽
し
み
。
た
っ
た
1
枚

を
選
び
出
す
た
め
係
内
会
議
で
す
。
撮
ら

れ
た
も
の
の
中
か
ら
そ
の
1
枚
を
探
し
出

す
。
毎
月
の
表
紙
は
こ
う
し
て
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
背
景
も
想
像
し
な
が

ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。
来
月
は
、
ジ
ー
ッ
と

動
か
な
い
も
の
で
い
こ
う
か･･･

。

人口のうごき

H22. ７. １現在（前月比）

総人口　30,144 人　  （－   42）
　男　　13,867 人　  （－   16）
　女　　16,277 人　  （－   26）
世帯数　14,320 世帯（－   20）

◆ ◆

問い合わせ先　「半次郎」上映する会　　    ☎０９０・２５０４・０８３５（森山）
　　　　　　　伊佐市文化会館　　　　　　　　　　　　　　　　　☎�６３２０

映画『半次郎』情報
俳優 榎木孝明さん（伊佐市出身）企画・主演

ヒロイン“さと”役 白石美帆さんにインタビュー

撮影の中で苦労したこと・楽しかったことは？

幕末の時代設定でしたが、どのように役づくりされましたか？

白石さんは、茨木県出身ですが、方言でなにか困りましたか？

伊佐市での撮影や滞在のなかで、印象に残っていることがありますか？

チケット販売所　
伊佐市文化会館・市地域振興課（大口庁舎）・市地域総務課（菱刈庁舎）・
大口ふれあいセンター・ひしかり交流館・ギャラリーひしかり・オニツカ

（伊佐市先行上映のみ有効チケットです）

場　所：伊佐市文化会館大ホール

料　金：高校生以下 500 円　大人 1,000 円

先行 上映決定

９月 11 日（土）　・12 日（日）

忙しい中、直筆で

お答えくださいました。

（ありがとうございます）


